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⽬的
（１）模型実験と数値実験を組み合わせて屈とう性構造の被覆ブ

ロック形式を有する緩傾斜型床止め工の流れ場情報（流速・
浸透流・圧力など）を得る．

（２）床止め工の安定性を脅かす流れ場の特徴を考察する．
．



ふとんかご

厚さ70㎜の砕石層

２．模型実験の縦断図

図-１ ふとんかご流失前の模型実験縦断図

（単位は㎜，標高の単位はm）
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図-２ ふとんかご流失後の模型実験縦断図
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非圧縮性気液二相流VOFモデルと，多孔質物体中の流れを扱うダルシー則によって構
成される．自由水面を有する跳水と床止め工下部の浸透流を同時に計算する．透水層
の運動方程式は以下である．
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ここで．γは間隙率，Dは透過度（単位[m2]）である．



ふとんかご流失前後の実験結果と計算結果の比較
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跳水形態による洗掘孔直上流のふとんかご
に作用する流体力の縦断分布



結論
(1) 実験と比較して，数値実験は流れ場を概ね正しく計算できた．

(2) ブロック下の敷砂利粒径増大で揚圧と動水勾配の抑制が図れる．

(3) 屈とう性構造落差工は等ポテンシャル線の集中がなくパイピングの問題が小
さい．

(4) 跳水位置に長周期性の圧力動揺があり，揚力が局所的に最大．後部で水位が
低下する場合，抗力が局所的に最大．波状跳水と潜り噴流の繰り返しで最大揚
力と最大抗力が洗堀孔直前のブロックに繰り返し作用する可能性が大きい．

(5) 洗堀孔内で潜り噴流の洗堀と波状跳水の埋め戻しが繰り返されるが，埋め戻
しの流れが弱い．


